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中国景徳鎮の磁器原料(1)一蓑石一

項､､藤定久1～

1,はじめに

地質調査所ではユ983年から1986年まで中国地

質鉱産部(部は日本の省に相当)と共同研究｢耐火

物資源の研究｣を行いました.この研究の一環とし

て,1986年には中国の江西省を訪問し,陶磁器原

料の研究を行い,景徳鎮の磁器産業の状況を見学

してきました(須藤,1988).

最近,中国の磁器原料についての質問を大学の

先生方をはじめ多くの方からお寄せいただきまし

た.中国磁器に対する興味も高まり,景徳鎮の磁

器についてもテレビや雑誌･書籍でも盛んに紹介

されるようになりました(例えば小林･山本(1981)

など).しかし,その原料については殆ど紹介され

ていません.

上記研究の報告書(須藤,1988)には景徳鎮周

辺の磁器原料資源の詳細をとりまとめたのですが,

配付先が限られておりましたので,ここであらため

て当時の資料や写真を基に,景徳鎮市周辺の磁器

原料について紹介してみましょう.ただし,私が景

徳鎮を訪れたのは10年以上も前で,現在では大き

く変わってしまっているかもしれません.その点は

十分に注意していただき,まだこ了承ください.

2,景徳鎮の磁器原料

景徳鎮では,磁器原料として｢餐石(じせき:磁

石,磁器をつくるための石)｣とカオリンが使われま

す.蓑石は日本の陶石(磁器の原料ですから正し

くは｢磁石｣と呼ぶべきですが)に相当し,磁化促

進剤として作用する絹雲母と骨材となる石英から

なっています.日本の陶石に比べ,やや粘性に乏

しいものが多いようです.

カオリンは成型時に粘性を与え,磁化し,ムライ

トをつくります.日本では本節粘土や蛙目粘土など

堆積性のカオリンが使われますが,中国では花商

岩の風化部から得られるカオリンが使われていま

す.

かつては景徳鎮周辺の概ね30km以内の柳家湾

に姦石が,高嶺村や浮梁県にカオリンが豊富に賦

存しており,これを利用して磁器産業が興り発展し

てきました(第1図).原料の運搬には昌江を行き

来する小舟が使われ,景徳鎮(当時は昌南鎮)でも
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第1図江西省北東部の磁器原料資源.1:貴漢県上祝琵

石鉱床,2:星手県華林カオリン鉱床,3:星子県五

里カオリン鉱床,4:景徳鎮市大洲カオリン鉱床,

5:景徳鎮市田嶺･柳家湾餐石鉱床.細い破線は

筆者の調査ルｰトを示す.
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その川岸に窯が築かれたわけです.

できあがった製品の出荷にも昌江の小舟が使わ

れました.舟は昌江を下り,番耶口湖,九江,長江を

経て,中国各地へ,18世紀には遠くヨｰロッパまで

盛んに輸出されました.

しかし,最近ではご多分に漏れず,原料が枯渇

し,上税蓑石や華林･大洲カオリンなど､江西省東

北部全域から集められるようになり,製品や原料の

輸送も,舟からトラックヘ替わりました.

話を始める前に,この共同研究で筆者がたどっ

た旅行経路について説明しておきましょう.まず北

京駅から午後に特急列車に乗り,江西省の南昌へ

向かった.深夜に武漢に到着,長江をわたり､翌

写真1南昌市の中心部,江西省展覧館前で.隣には毛

沢東の挙兵を記念した9.21広場と記念碑がある.

日の午後に南昌へ到着した(写真1).

南昌で打ち合わせの後,まず上税蓑石を訪れ,

調査,一度南昌にもどり,今度は北へ,盧山の麓,

星手県のカオリンを調査､星手県から九江市,湖

口の渡しをへて景徳鎮へ入り,景徳鎮周辺の山嶺

蓑石,大洲カオリン,景徳鎮の磁器工場を見学した

後,南昌へ,そこから空路北京へ戻るという約3週

間の旅でした(第1図).

筆者の調査･見学あるいは情報を入手した琵

石･カオリン鉱山は10力所以上になるので,まず本

報で,各地の琵石鉱床について紹介し,カオリン鉱

床と磁器産業については次報で紹介することにし

ましよう.

3.貴渓県上祝餐宿鉱床

貴漢県は,江西省の省都･南昌市の東南東約

130kmの位置に,景徳鎮市からは南100kmの位置

にあり,鉄道と国道が通じ,南昌から車で約4時間

で達することができる(第1図).

貴漢県の中心｢貴漢｣は中国最大の銅山｢徳興｣

の製錬所があることで知られている.ここから南へ

22km,車で約1.5時間ほど入ったところに上税の村

がある.山間地の小川に沿う谷間の小さなこの村

第2図上祝琵石鉱床地質図(江西省地質鉱産局資料を簡略化).M1-M｡は琵石脈の,CK1～6は採掘場の番号.
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写真2上税の村.細い流れに沿う寒村.あちこちに粉

砕一水簸場が点在する.

は壷石の村である(写真2).蓑石は6ヵ所の小規模

な露天採掘場で採取され,約20力所の小規模な粉

すいひ

砕･水簸場において,水車を動力とする粉砕,水

簸を経て,白色レンガ状に成形され,トラックで景徳

鎮市へ出荷され,景徳鎮の磁器産業を支えている.

図第四系
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第3図

琵石鉱床の断面と柱状図.江西省地質鉱産局資

料による.断面の位置は第2図参照.No.1～4は

ポｰリング孔.矢印で熱水の上昇経路を図示.

上税餐石(風化鉱)

住

κK

(1)地質･鉱床

この地区は,中国の地体構造上,｢楊子地塊｣の

南の縁に位置している.その南縁を画する断層が,

漸江省の紹興付近から江西省宣春付近へ延び,こ

の地区はそのすぐ南側に位置している.

この地区の地質層序は,下位より,石英雲母片

岩や石墨片岩からなる震旦系中～下部統とこれら

を貫くカレドニア期(古生代前～中期)の花商岩類

からなっている(第2図).この花開岩は,本地区中

央に北東～南西方向に延びた直径15km,短径

10kmの岩体をつくって広く分布し,大塘岩体と呼

ばれている.

この花筒岩申には,燕山期(中生代後期)のもの

と推定される黒雲母石英斑岩,両雲母花岡岩,細

粒花商岩,石英閃長斑岩,花商斑岩などが小規模

な貫入体や岩脈として分布している(第2図,第3

図).琵石鉱床は,これらのうち石英斑岩の一部が

変質して形成されたものである.

蓑石鉱床は,N70.W方向に雁行配列した6本の

脈からなり,第2図に示したように,北西側からM1

～M5と呼ばれ,この順に配列している(M5はM4の

南東側で第2図の範囲外にある).このほかにMl

の北側を並走する脈で,地表には現れていないM6

がある.各派の規模は第1表のとおりである.
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第4図上祝蓑石のX線回折パタｰン.理学電機製RAD-

r使用,電圧40㎜,電流150mA,対陰極Cu,回

折速度18/分,チャｰト80mm/分,スリット系1｡一

1｡一〇.3mm,時定数0.1秒,フルスケｰル3kcps.

鉱物名は,S.絹雲母,K.カオリナイト,Q.石英,H.

ハロイサイト,F.長石.

(2)鉱石･鉱物

蓑石は一般に淡灰色,綴密･硬質である.径

0.王mm以下の細かい珪長質鉱物の集合からなり,

径1～3mmの自形の長石･石英の斑晶が0.5～1%

(容量比)程度散在している.長石斑晶は,殆んど

淡い緑黄色でろう感に富むほぼ純粋なセリサイトに
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第1表土祝餐石脈の概要.江西省地質鉱産局資料によ

る.

鉱脈�長さ(m)�深さ(m)�厚さ(m)�傾斜

M1�1,300�150～350�2.7～22.9�40｡～70.S

M2�1,200�240～250�2,6～26.9�60｡～70.S

M3�650�130～280�3.1～34.､�60｡～70､

M4�L200�一�5.6～34.4�600～75.S

M5�200�`�0.9～15.3�50.S

M6�480�■�3.4～コ1.7�50｡～70甘S

変わっており,風化によりこれが純白色粘土となっ

たり,溶脱されて空隙となったりしている.

X線回折試験や熱分析試験の結果(第4,5図)

によれば,琵石の鉱物組成は,石英60～65%,絹

雲母30～35%,その他(カオリン,長石,ルチルな

ど)5%程度である.著しく風化しカオリン質となっ

たものでは,石英約50%,カオリン約40%,絹雲

母約10%であり,強く絹雲母化した部分では,絹

雲母が60～70%に及ぶものも認められる.

ボｰリング･コアの観察から,鉱床は石英斑岩の

貫入･固結とほぼ同時的に発生･上昇した熱水が,

貫入岩の節理や盤際(貫入岩と母岩の境界部)に

沿って上昇し,琵石化作用をおこして形成されたも

のであることが推定される(第3図).

代表的な琵石と水簸物の化学組成を第2表に示

した.チタンや鉄分が少なく,粘土ノルム鉱物組成

も安定しており,優秀な蓑石資源といえる.

第2表嚢宿の化学組成と粘土ノルム組成.上段が化学

組成で,下段は粘土ノルム鉱物組成(主要鉱物の

み).ノルム鉱物名はQ.;百葉,ab.曹長石,ka.カ

オリン,Se.セリサイト,ほかの鉱物は省略.

試料��上税��何象蓬��山嶺

成分�風化鉱�通常鉱�水簸物�原石�原石�水簸物

卩��㌮���������������〵

��������������㌉�〵

�㈰㌉��������������〉���

䙥㈰㌉�㌰����㌲����㌴���

Fe0�0.12�0.17�0.16�■�0.10�0.24

�伉�〳��㌉�〳����〳���

�〉���������㌉�����

C固O�0.01�0.03�O.06�O.76�0.14�0.89

�㈰���������㈲�����

�〉㈮��������㌉㌮����

�〵���������〵�����

����������㈮����㈮�

H20一�O.61�0.26�0.84�0.50�O.15�0.40

Others�一�i�･�1.43�■�一

To曲1�99.蝸�99.27�99.41�99.41�98.89�98.70

儉��������������〉���

ab�O.76�4.62�5.16�■�9.65�1.61

㎞�22.53�■�3.98�12.66�一�8.57

��㈮㌳�㌮���������㌵���

分析者��岡井貴司��藤貫正�岡井貴司�

`℃,��500�'OO��

o�1=6.一一■一一一一一一一_一'_��999��

上税盗石(��%���

(服)�����

鋼5�O.1={.�､､���

■�����一

､↓､��､���

��､�､��

壇��一一一■一�o.4%i■一一一■1一一一■'一''.��

'O.%�上税竈石(水簸物)�598���

�'､6%��g千7��

0�1…�1一…1■'11-1�ユ皿■'■'�■�一'

､�����

㌧一一■�����

I�■一一■一�一､､���

��､���

'20��､���

夏��5÷9�･三は｡.............��

㈹温�度(℃)�500�looo��

第5図上祝盤石のT.G.一DTA.力一ブ.理学電機製サｰ

モフレックス9500型使用,試料重量200mg,昇温

速度は20℃/分.カオリンが多く含まれる風化鉱

では500-700℃で著しい減量がおこる.

(3)採掘から精製･出荷まで

｢採掘｣:機械の導入はなされておらず,もっぱら

人力によって行われているので,どの採掘場もさほ

ど大規模なものではない(写真3).採掘された蓑

石は｢耕運機｣でまず村のあちらこちらにある貯鉱

場へ運ばれる(写真4A).貯鉱場では蓑石の割れ目

沿いに付着した褐色の酸化鉄がハンマｰを使って

丁寧に除去され,小割りされる(写真4B).琵石は

すぐとなりの釜石の粉砕･水簸場へと運ばれる.

｢粉砕｣1村を流れる谷川沿いには釜石の粉砕･

水簸場が約20力所に設けられている.各粉砕･水

簸場には,動力装置として谷川の水を使う水車,石

臼20～30基と,水簸のためのコンクリｰト水槽が2

～3基設けられている.小割りされた蓑石は石臼の

中に投げ込まれる.水車を動力とした木の杵で,2

～3日かけてゆっくりゆっくり粉砕される(写真4C).

写真3上税藷石の採掘場.機械化されていないので各

掘り場の規模は小さい.

地質ニュｰス526号�
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r水簸｣:粉砕された琵石は,スコップで取り出

され,脇の水路に投げ込まれる.岩片や大粒の粒

子は水路の堰で除かれ,泥水だけがコンクリｰト水

槽に流れ込む.水槽の中では砂分が先に沈降す

る.水槽上部の泥水だけが別の水槽に移され,底

に沈澱した砂は捨てられる.これを繰り返すと細

かい粘土粒子のみが泥水中に濃集する.このよう

にして粘土分を濃集させ,精製する手法を'｢水簸

(すいひ)｣といい,粘土の精製法としては最も基本

的でかつ有効な手法である.

泥水中に濃集した粘土分は水槽の中で徐々に沈

降してゆく.上澄みは捨てられ,泥水は次籍に濃

度を増してゆく.粘土はさらに風の力で乾燥されて

いく(写真4D).

｢成形･乾燥｣:粉砕･水簸されて粘りけのある

粘土状になった琵石は,効率的に運搬するために

次の工程に進む.成形するのにちょうど良い固さに

なったところで,水槽から取り出され,取り分けら

れる(写真5A).取り分けられらた粘土状の蓑石は

作業台の上の木の型枠にたたきつけられ,煉瓦状

(大きさは概ね25×15×7cm程度)に成形される

(写真5B,5C).この煉瓦状に成形一された琵石は,作

業場の脇に積み重ねられ,ゆっくりと乾燥される.

｢出荷｣1この乾燥された煉瓦状の水簸物は｢白

圷土(ペイトンツｰ)｣と呼ばれる.このような形に

成形するのは舟や荷車で輸送するときの便を考え

たものである.輸送方法がトラックに替わった今も,

手渡しで荷台へ載せられ,きれいに並べられ,効

率的な輸送に一役からている(写真5D)二一

(4)白坪土の性質

第2表に示した化学分析値に基づいて,五十嵐

(1983)の方法で粘土ノルム鉱物を算出し,原石と

水簸物,他地域の琵石との差などを比較してみた

(第6図).

釜石原鉱と水簸製品を比較すると,水簸により5

～10%の石英が除去されており,製品/原鉱の比

率は90%程度と推定される.天草陶石や山嶺釜石

と比べると,ノルム石英とノルム粘土鉱物の比では

殆ど差がないが,ノルムセリサイトとノルムカオリン

の比で,上税鉱床はやや絹雲母に富みカオリンに

乏しいことがわかる.

葦囚鰯1醗筆箪鰯燃

写真4蛮石の選鉱･水簸.ん採掘された鉱石は耕運機で貯鉱場へ.B.貯鉱場で鉱石は小割りされ,鉄分が丁寧に除去

される.C.小割りされた鉱石は水車で動く臼で粉砕される.D.沈澱池の底にたまった水簸物.
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写真5水簸物の乾燥･出荷.A.水簸物が適度に乾燥したところで取り分ける.B.型枠に押しつけ煉瓦状に成形し,自圷

土(ペイトンツｰ)をつくる.C.型から取りだし,並べて乾燥.D.自杯土は手渡しでトラックに積まれ出荷される.

(1)地形･地質

4､柳家湾地区の餐;百鉱床

柳家湾地区は,江西省景徳鎮市南東12kmにあ

この地区は景徳鎮市の南東にあり,古くから蓑る.この地区には北東一南西方向の断裂に沿って

石鉱床として開発されてきた.何家蓬.(がかほう)琵石脈が発達し,古くから開発されてきた景徳鎮

鉱山が代表的な鉱山で,宋代から露天採掘された市の磁器原料主産地の1つである.

という.現在は坑内採掘されているが,これは解放地形は低い山地～丘陵で,南西から北東方向へ

後に開発されたものらしい.江西省地質鉱産局の小川が流下し,北西一南東方向の浅い谷が発達し

パンフレットと採取試料に基づいて紹介してみよう.ている.比高は80m前後である.

石英セリサイト地質は下部震旦系の双橋山層群からなる.双橋

山層群は弱く変成し,主に片状砂岩と千枚岩から

なっている.鉱床付近では単斜構造を示し,その

走向は北東一南西で,南東へ50～70｡傾斜してい

上税鍋る.鉱床付近では北東一南西方向に断裂帯が発達

＼1㌻落黛池蝋鳩㍗

､!､/

､'､

粘土鉱物その他カオリンその他

第6図釜石･陶石の粘土ノルム鉱物組成.第2表の分析

値から算出した粘土ノルム鉱物組成に基づいて

プロット.(水)は水簸物を示す.比較に日本の天

草陶石も表示.

(2)鉱床･鉱;百

琵石鉱床は,双橋山層群中の断層に沿って貫入

したアプライト岩脈が熱水変質されたものである.

走向は北東一南西方向で,南又は北に58～70｡領

地質ニュｰス526号�
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第8図何家蓬釜石のX線回折パタｰン.試験条件は第4

図と同じ.鉱物名はS:絹雲母,Q:石英,C:緑泥石.

回灘灘□鰯悠)国花圏斑岩

国譲篇岩)□破砕箒□断層

第7図柳家湾地区の琵石鉱床の地質略図.江西省地質

鉱産局資料による.平面図と断面図の縮尺は異

なるので注意.

叙し,脈幅0.3m～26m,走向延長2,000mの規模

を有している.脈は水平方向に膨張･縮小,枝分

かれ･支脈の合体などの現象が随所にみとめられ

る.傾斜方向には厚さの変化は小さく,深さ270m

まで確認されている.

鉱石は青灰色を呈し,風化したものでは灰白色,

一アプライト組織を示す.鉱物組成は,石英,セリサ

イトと少量のカオリン,白雲母,緑泥石などである.

長石はセリサイト化しており普通認められない(第

8,9図).

ギ嘉血＼ぎ北ト:/

1曲D砕1

ギ㌃β＼j㍉

D.T.ん

922･Cl1050C

725℃

540℃一一｣642･C

570℃

(3)化学組成

鉱石の化学組成は,おおむね次のとおりである.

成分

卩�

��

�㈰㌀

䙥㈰㌀

�伀

�伀

�　

�㈰

��体匀

一般的組成

67.35～78.896

0～0.2%

11.29～14.6296

0.45～2.7596

0.2～2.4696

0.21～1.5596

0.58～3.0496

0.15～2.2796

(平均値)

���┩

��㈥�

�㌮�┩

����

����

��┩

����

��㌥�

��┩

また何家蓬鉱山産鉱石について行った化学分析

の結果は第2表のとおりである.

0温度(oC)5001000

第9図何家蓬蓑石のT.G.D.TA.力一ブ.試験条件は第

5図と同じ.

(4)鉱床の成因

まず釜石母岩として,アプライトの岩脈が形成さ

れた.冷却する過程で熱水の影響によりセリサイト

化がおこり重石が形成された.その後,風化作用

をうけ,残存していた長石もカオリン化し,良質の

琵石鉱床となったものであろう.

5､山嶺餐石鉱床

柳家湾地区の鉱床はきわめて古くより開発され,

その一部は老朽化してきており,近年では,琵石脈

の延長部の探査･開発がすすめられるようになって

きた.この釜石鉱床群の北東方にある山嶺鉱床も

新しく探査され,開発された鉱床である.今回見

学し,約20個の試料採取ができたので,それに基

づいて概要を紹介しよう.
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第10図山嶺牽石鉱床の略図.MrM3が蛮石脈.現地

の状況と中国側の説明をもとに作成した.

(1)地質･鉱床

こρ鉱床は標高100m前後,比高20m程度のゆ

るい丘陵地帯にある.厚い表土におおわれ露出に

乏しいが,先震旦系の千枚岩～結晶片岩が広く分

布しており,その構造は南東に30～45｡傾斜してい

る.この千枚岩～結晶片岩の片理に沿ってアプラ

イト脈が貫入,一部が釜石化していることが,地質

大隊のボｰリング調査により判明した(第10図).

北東から南西へ,M1,M2,M3の三つの脈が雁行

配列しており,それらの規模は次のとおりである.

第1鉱体(Ml):長さ500m,幅3～5m

第2鉱体(M2):長さ300m,幅3～7m

第3鉱体(M3):長さ300m,幅3～13m

(2)鉱石･鉱物

今回は,MlおよびM2から採掘された貯鉱とM2

鉱体のボｰリング･コアの一部を観察して,約20個

の試料を採取し,本釜石の基本的特性について検

討した.本鉱床の琵眉は,灰白色･塊状･細粒の

石基中に,径4mm以下の白雲母斑晶が散点,ごく

�山嶺重石�Q��Q���

�(水掻物〕������

��S����㌔Qい�Q

C��/＼��一S�S��

�����

�����

�10�20��ヨ｡��40�

��2θ･Cu･ko�����

第11図山嶺姦石のX線回折およびT.G.一DTA力一ブ.

試験条件は第4,5図と同じ.鉱物名は,S､絹雲

母,K.カオリナイト,Q.石英,C.緑泥石.

まれに径1-2mmの石英斑晶も認められる.数

Cm幅のごく不明瞭な流理構造が認められることも

ある.

鉱物組成は石英,絹雲母と少量の白雲母からな

るが,試料によっては,絹雲母の多いものや長石

が多量に含まれるものも認められる.絹雲母の多

いものは,鉱体申の割れ目沿いに幅数Cm～十数

｡mの脈状に発達し,絹雲母含有量が50～60%に

及ぶものもある.また,水簸製品では,石英,絹雲

母のほかに,少量の緑泥石,ハロイサイトが検出さ

れ,熱分析においても450℃付近から800℃にやや

複雑な吸熱ピｰクが認められた(第11図).

一般的な釜石鉱と水簸製品の化学組成(第2表)

では,上税姦石に比べ､水簸製品でCaOがやや高

いことを除けば,おおむね良く似た組成を示してい

る.粘土ノルム鉱物で見ると,上税琵石に比べ石

写真6山嶺蛮石鉱山の坑口f寸近.開発されて間もない

こともあり,まだ採掘量は少ない.

地質ニュｰス526号�
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写真7山嶺琵石を粉砕する水車小屋(上).内部では杵

が休みなく動いている(下).

英分が高く,絹雲母がやや少ない(第6図).柳家

湾地区の何家蓬鉱山の琵石とは,鉱物組成,化学

組成など多くの面できわめて類似しており,これら

が一連の鉱床群を形成していることとよく対応して

いる.

坑内採掘された釜石の一部は塊鉱のまま,また

一部は付近に散在する水車小屋で粉砕･水簸され

た後に,それぞれ景徳鎮へと出荷される(写真6,

��

6｡まとめ

景徳鎮市の周辺の磁器原料資源のうち貴漢県上

祝,景徳鎮市柳家湾,山嶺の3つの釜石鉱床の産

状や開発状況,加工方法などについて紹介した.

日中の陶石･釜石は共に良質な磁器原料であるが,

しいて比較すると,次のような差があるようだ.

･原岩は日本では流紋岩が多いのに対し中国で

はアプライトが多い.

･鉱物組成では,日本の陶石がセリサイトｰモン

モリロナイト混合層鉱物を普遍的に含み,可塑

性に富むのに対し,中国琵石はこれに乏しく,

可塑性もやや乏しい.

･中国琵石は日本の陶石に比べ,Ti02含有量が

少なく,焼成した場合,より純白色に近い白色

磁器となる.

次報ではもう一つの原料であるカオリン資源に

ついて紹介することにする.
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